
自主防災組織連絡協議会第 1 回役員会の概要 

１ 開催日時 

  令和５年７月２１日（金）１４時から 

 

２ 出席者 

  会長   園 比佐志 

  副会長  飯山 初美 

  常任幹事 新井 吉博、田中 玲子、山田 悦朗 

 

  自主防災組織 ・天子山自治会防災会 

         ・若松第一自治会防災会組織 

         ・若松第二自治会防災会組織 

         ・中峠大和自治会防災委員会 

         ・中峠下区自治会防災会 

         ・松風苑自治会防災会 

         ・布佐台自治会防災会 

          

   

  市民安全課 住安、秋山、坂田 

 

３ 次第 

  1．会長挨拶 

2．市民安全課挨拶 

3．常任幹事及び支部幹事の自己紹介 

4．事務局紹介 

5．議事 

（１）幹事の役割について 

   （２）令和５年度 自主防災組織連絡協議会活動予定について 

6．意見交換会  

 

 

４ 会議の内容 

 （１）幹事の役割について 

    幹事の役割について、事務局（坂田）より説明。 

    なお、幹事の役割は以下の通り。 



    ・年３回開催予定の役員会に出席 

    ・自主防災組織相互の情報交換 

    ・他自主防災組織と協力体制の充実 

 

 （２）令和５年度 自主防災組織連絡協議会活動予定について 

    令和５年度 自主防災組織連絡協議会活動予定について、事務局（坂田）

より説明。 

 

時期 活動内容 

５月１８日（木） 自主防災組織連絡協議会総会 

７月２１日（金） 第１回役員会 

９月下旬 第２回役員会 

１１月下旬 市民防災研修会 

２月中旬 第３回役員会 

 

    令和５年度に市で行う防災訓練について事務局（秋山、坂田）より説明。 

 

時期 訓練名 

９月２日（土） 九都県市合同防災訓練 

１１月１１日（土） 避難所運営訓練（第一小学校） 

１２月２日（土） 避難所運営訓練（新木小） 

 

意見交換会での主な意見 

（若松第一自治会防災会組織） 

九都県市合同防災訓練の詳細はいつ分かるのか。訓練当日についても同じ時間 

帯に異なる会場で訓練が行われるのならネット配信等で見れるようにしてほし 

い。また、手賀沼公園で行う水難救助訓練も全体像が見れるように映像などを撮 

ってほしい。 

 

（中峠大和自治会防災委員会） 

６月最初の大雨の際に夜に防災無線を放送していたが、大雨の中、ドアも窓もカ 

ーテンも全て閉め切っているため、何を言っているのか分からなかった。周りか 

らも同じような意見が出ていた。実際には土砂災害警戒区域に住んでいる方へ 

の避難を呼びかける放送だったが、市の報告書を確認すると避難所に避難して 

きたのは２世帯５人しかいなかった。これでは防災無線の内容を市民に上手く 

伝達できているとは言えないのではないか。確実に放送内容を市民に伝達する 



ためにも防災ラジオが有効なのではないか。 

 

（若松第一自治会防災会組織） 

若松地区はハザードマップを見ると利根川の洪水時には地区全体が浸水想定区 

域で５～１０ｍとなっている。この前の６月の大雨でもかなり手賀沼の水位は 

上がっていた。現在、都市計画課ともこの件についていろいろと話している。ハ 

ザードマップを作成している市民安全課も防災の点から都市計画課と協力しな 

がらやるべきではないのか。若松地区としてはモデル地区としてやっていくの 

も良いと思っている。 

 


